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言葉のない人の思いを受け止める

＜白河育成園事件＞

 薬漬けにされて行動を抑制されていた自閉
症の男性（27歳）。ぐったりして、よだれを垂ら

して寝ている。感情や思考をなくされ、視線も
合わず、言葉も話せない。

 その男性から聞き取り調査をしたのは船橋
市の障害者施設に勤めていたＫさんという男
性。



Ｋさんがしたこと

• Ｋさんは、自閉症の男性とイスに座ったまま
じっと向かい合い、穏やかに微笑みながら目
を見つめている。同じ姿勢で５時間近くもそう
している。男性の手を取り、肩を抱き、ほほと
ほほをくっつけるようにして、耳元で何かをさ
さやいている。すると、表情のなかった男性
の顔が赤らみ、うれしそうに少し笑った。



Ｋさんの話

「ごめんね、こんな施設に入れてしまって。もう少し
で出られるようにしてあげるからね」と話していたので
す。

どんなに障害の重い人でも、こちらの言うことはわ
かるものです。

彼らの思いをどうやって受け止められるか。どうすれ
ば思いを引き出してあげられるのか。それが僕たちの
仕事です。



とにかく障害者と私たち職員の間に信頼関係がないと
ダメです。

彼らは生まれてからずっと抑圧されて生きてきた。がま
んすることが人生なのです。欲求することを否定され、
力でおさえられ、社会から隔離され、抜け道のない中で
どうやって生きて行くかを学んできた。

「つらかったね」と共感してあげる。「あなたと僕は立
場はちがうけれど、あなたの苦しみはわかる」

たとえわからなくても共感しようとするのです。それを
繰り返しながら、信頼関係を築き、本音をくみ取れるよう
になるのを待つのです。一日や二日でできることではあ
りません。



自分が生まれたことでお母さんを苦しめている、自
分がいなかったらお母さんはこんなにつらい目にあわ
なくてもすんだのではないか……障害のある人はみんな、
どこかでそんな思いを抱えている。

生まれてごめんなさい、自分なんかいない方がいい。
親に対して遠慮して、気持ちが崩れていく。

暴れたり、自分を傷つけたりするのは精神的に破綻
してしまうからなんです。



僕ら職員は障害者のそうした傷にそってふれていく。

彼らを抱きしめて、彼らの思いを抱きとめる。僕らと同
じなんだと共感してもらう。

障害のない子だってそうじゃないですか。家庭内暴力
をする子、親に反抗する子、みんなどこか親に遠慮して
がまんしているうちに心が崩れてしまう。でも、彼らはい
つか自分で乗り越えていく。

障害児はそれができず、それから何十年も傷を抱え
込んだまま生きていくのです。10年も20年も苦しんでい
るのです。






